
24

東
京
都
立
両
国
高
等
学
校
附
属
中
学
校 

渡
辺　

雅
美

論
理
的
思
考
力
・
表
現
力
お
よ
び
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型
読
解
力
の
向
上
を
図
る
指
導
法
の
工
夫

〜
文
学
的
文
章
・
説
明
的
文
章
を
題
材
に
し
た
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
取
り
組
み
を
通
し
て
〜

は
じ
め
に

　

本
校
は
、
都
立
高
校
改
革
推
進
計
画
に
お
い
て
、

併
設
型
中
高
一
貫
教
育
校
と
し
て
平
成
18
年
４
月
に

開
校
し
た
。
開
校
に
あ
た
り
、
論
理
的
に
思
考
し
適

切
に
表
現
す
る
上
で
国
語
力
は
必
要
で
あ
る
と
い
う

考
え
方
に
立
脚
し
、「
国
語
力
の
向
上
」
を
最
優
先

課
題
と
し
て
掲
げ
た
。

　

国
語
力
の
中
で
も
「
論
理
的
に
考
え
て
話
す
こ

と
・
聞
く
こ
と
」「
論
理
的
な
文
章
を
書
く
こ
と
」

は
現
行
学
習
指
導
要
領
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
21
年

度
よ
り
施
行
の
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
よ
り
大
き

く
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
日
本

人
が
国
際
社
会
に
進
出
し
て
い
く
上
で
、
そ
れ
だ
け

「
論
理
的
に
話
す
・
聞
く
」
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
取
り
組
み
は
そ
の
意
味

で
先
進
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

デ
ィ
ベ
ー
ト
の
指
導
計
画
と
実
践

【
指
導
の
ね
ら
い
】

１
．
論
理
的
思
考
力
・
表
現
力
の
向
上

２
．
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型
読
解
力
の
向
上

３�

．
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
育
成

【
全
体
指
導
計
画
と
留
意
点
】

１�

．
中
学
校
課
程
３
年
間
で
８
か
月
毎
に
４
回
実
施

す
る
。（『
話
す
・
聞
く
』
領
域
年
間
指
導
総
時
間

数
18
時
間
の
う
ち
４
時
間
程
度
を
１
回
の
デ
ィ

ベ
ー
ト
授
業
に
充
て
る
。）

２�
．
公
教
育
・
教
科
の
特
性
か
ら
、
中
学
１
・
２
年

生
で
社
会
問
題
を
扱
う
こ
と
は
避
け
、
教
科
書
学

習
材
の
文
学
的
文
章
及
び
説
明
的
文
章
に
論
題
を

求
め
た
デ
ィ
ベ
ー
ト
と
い
う
形
式
を
と
る
。

３�

．
指
導
の
ね
ら
い
や
学
習
材
に
応
じ
て
、
教
科
横

断
的
な
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
う
。（
例
．
反
駁
部
分

英
語
）

４�

．
生
活
班
対
抗
で
討
論
で
き
る
よ
う
に
オ
リ
ジ
ナ

ル
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
（
形
式
）
を
用
い
る
。

　

�

肯
定
側
立
論
（
３
分
）
→
否
定
側
立
論
（
３
分
）

→
否
定
側
反
駁
（
２
分
）
→
肯
定
側
反
駁
（
２
分
）

→
否
定
側
最
終
弁
論
（
３
分
）
→
肯
定
側
最
終
弁

論
（
３
分
）
各
回
作
戦
タ
イ
ム
有
り

５�

．
各
単
元
10
時
間
設
定
で
６
時
間
を
読
解
指
導
に
、

４
時
間
を
デ
ィ
ベ
ー
ト
準
備
と
発
表
に
充
当
。

６�

．
当
該
教
材
か
ら
論
題
を
３
つ
、
生
徒
に
設
定
さ

せ
、
そ
れ
ぞ
れ
肯
定
側
否
定
側
（
是
非
）
を
各
班

毎
に
選
択
し
、
生
活
班
６
班
で
対
戦
し
、
必
ず
全

員
が
発
表
す
る
。

７�

．
二
〇
〇
字
〜
二
〇
〇
〇
字
の
課
題
作
文
を
書
く

練
習
を
、
１
年
次
か
ら
計
画
的
に
行
い
、
発
表
原

稿
と
し
て
四
〇
〇
字
が
１
分
程
度
と
体
得
さ
せ
て

お
く
。

８�

．
言
語
活
動
は
必
ず
ビ
デ
オ
で
記
録
し
、
評
価
や

授
業
改
善
に
用
い
る
。
生
徒
も
成
果
と
課
題
を
確

認
す
る
。

【
指
導
の
実
際
】

　

読
解
後
、
生
徒
は
立
場
や
担
当
の
確
認
が
済
む
と

す
ぐ
に
準
備
に
入
る
。
事
前
に
作
品
自
体
は
丹
念
に

読
ん
で
い
る
が
、
論
拠
を
他
の
作
品
や
作
家
論
に
求

め
る
場
合
が
多
い
の
で
、
書
籍
・
ネ
ッ
ト
等
を
用
い
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英
語
科
と
の
合
併
検
証
授
業
で
、
反
駁
は
英
語
で
、

論
拠
も
作
家
論
や
「
熱
海
事
件
」
に
求
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

�

論
題
Ａ
：
メ
ロ
ス
は
真
の
勇
者
で
あ
る
／
論
題

Ｂ
：
セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
重
要
な
人
物
で
あ
る

／
論
題
Ｃ
：
作
者
は
デ
ィ
オ
ニ
ス
王
に
自
身
を
投

影
し
て
い
る

　

２
年
生
10
月
に
は
魯
迅
の
『
故
郷
』
を
テ
ー
マ
に

し
た
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
っ
た
。
生
徒
の
中
に
は
『
狂

人
日
記
』
を
丹
念
に
読
み
「
ま
だ
、
人
を
食
っ
た
事

の
な
い
子
ど
も
な
ら
あ
る
い
は
救
え
る
か
も
知
れ

ぬ
。
子
ど
も
を
救
え
。」
と
、「
魯
迅
の
示
す
希
望
と

対
極
に
あ
る
希
望
」
を
堂
々
と
論
じ
た
。

　
�

論
題
Ａ
：
宏
児
と
水
生
は
、
迅
と
閏
土
と
同
じ
道

を
歩
む
／
論
題
Ｂ
：
灰
の
中
に
椀
や
皿
を
埋
め
た

の
は
閏
土
で
あ
る
／
論
題
Ｃ
：
希
望
と
は
も
と
も

と
あ
る
も
の
と
言
え
る

　

４
回
目
は
中
学
３
年
の
６
月
に
、
鷲
田
清
一
の
評

論
文
を
も
と
に
、初
め
て
社
会
的
な
論
題
を
扱
っ
た
。

視
聴
覚
機
器
も
許
可
し
た
の
で
、
正
統
派
デ
ィ
ベ
ー

ト
で
は
な
い
と
は
い
え
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
大
変
興
味
深
い
対
戦
と
な
っ
た
。

『
寂
し
い
時
代
と
聴
く
力
』（
鷲
田
清
一
）
よ
り

　

�

論
題
Ａ
：
現
代
に
お
い
て
、
よ
り
重
要
で
あ
る
の

は
話
す
こ
と
で
あ
る
か
聴
く
こ
と
で
あ
る
か
／
論

て
調
べ
学
習
後
原
稿
を
書
く
。
原
稿
を
何
度
も
書
き

直
し
、
矛
盾
点
が
な
い
か
確
認
し
、
デ
ー
タ
を
そ
ろ

え
て
相
手
側
の
反
駁
に
備
え
る
。
ま
た
、
提
示
資
料

や
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
も
競
技
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
は
使

用
で
き
な
い
が
、授
業
で
は
毎
回
作
成
を
許
可
し
た
。

こ
れ
ら
の
作
業
は
、ほ
と
ん
ど
家
庭
学
習
や
放
課
後
、

早
朝
な
ど
に
行
い
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
本

番
と
な
る
。

　

ジ
ャ
ッ
ジ
は
評
価
カ
ー
ド
を
用
い
、
内
容
と
表
現

力
を
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
で
つ
け
30
点
満
点
に
し

て
、公
平
に
行
う
。フ
ロ
ア
の
ジ
ャ
ッ
ジ
は
評
価
カ
ー

ド
に
従
っ
て
、
肯
定
側
が
高
得
点
で
あ
れ
ば
青
い

カ
ー
ド
を
否
定
側
が
高
得
点
で
あ
れ
ば
赤
い
カ
ー
ド

を
あ
げ
る
。

　

１
年
生
の
６
月
に
行
っ
た『
少
年
の
日
の
思
い
出
』

（
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
）
は
、
初
め
て
の
デ
ィ
ベ
ー

ト
で
、
原
稿
は
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
た
が
、
論
拠
の

範
囲
は
教
科
書
内
に
と
ど
ま
り
、
下
を
向
い
て
原
稿

を
読
ん
で
い
る
の
が
見
て
取
れ
る
。

　

�

論
題
Ａ
：
主
人
公
に
と
っ
て
「
少
年
の
日
の
思
い

出
」
は
あ
っ
た
方
が
よ
い
・
よ
く
な
い
／
論
題

Ｂ
：
エ
ー
ミ
ー
ル
は
模
範
少
年
で
あ
る
・
な
い
／

論
題
Ｃ
：
最
後
に
主
人
公
が
蝶
を
つ
ぶ
し
た
の
は

事
件
を
忘
れ
る
た
め
で
あ
る
・
な
い

　

１
年
生
の
３
月
に
は
、『
走
れ
メ
ロ
ス
』『
Ｒ
Ｕ
Ｎ

　

Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｈ　

Ｒ
Ｕ
Ｎ
』（
太
宰
治
）で
行
っ
た
。

題
Ｂ
：
小
中
学
生
の
恋
愛
は
必
要
で
あ
る
／
論
題

Ｃ
：
小
中
学
生
の
携
帯
電
話
所
持
は
必
要
で
あ
る

成
果

　

デ
ィ
ベ
ー
ト
授
業
を
行
っ
た
こ
と
で
、
文
学
的
文

章
の
主
題
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
・
客
観
的
事
実
に
基
づ
い

た
論
拠
の
有
効
性
の
認
識
・
論
理
的
思
考
力
や
表
現

力
の
育
成
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
・

他
者
の
意
見
を
受
容
・
考
え
方
の
多
様
性
を
認
識
す

る
た
め
に
大
き
な
有
効
性
が
認
め
ら
れ
た
。
生
徒
は

高
い
意
欲
を
保
持
し
、
基
礎
学
力
・
論
理
的
思
考

力
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
飛
躍
的
に
向
上

し
た
。
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
毎
回
生
徒
に
大
切
に
す
る
よ

う
に
言
っ
て
き
た
こ
と
は
「
論
拠
の
あ
る
内
容
」
と

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
」
で
あ
り
、
い
つ

も
準
備
期
間
は
僅
か
だ
が
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費

や
す
。
生
徒
は
立
論
を
構
築
す
る
た
め
に
百
種
類
以

上
の
書
籍
や
デ
ー
タ
に
あ
た
り
、
再
構
築
に
一
万
字

以
上
の
文
章
を
苦
し
ん
で
書
い
た
。
そ
し
て
、
プ
ラ

ン
と
し
て
美
し
い
文
章
を
構
築
で
き
た
と
き
、
生
徒

自
身
も
立
論
（
プ
ラ
ン
）
の
構
築
が
、
自
分
自
身
の

将
来
の
夢
の
構
築
で
あ
る
と
学
ん
だ
の
で
あ
る
。

わ
た
な
べ　

ま
さ
み　

昭
和
61
年
よ
り
東
京
都
公
立
中
学
校
に

勤
務
。
平
成
６
年
度
よ
り
文
学
教
材
に
論
題
を
求
め
た
教
室

デ
ィ
ベ
ー
ト
に
取
り
組
む
。
平
成
17
年
都
立
中
高
一
貫
校
開
設

準
備
室
勤
務
と
な
り
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
に
携
わ
り
、
平
成
18

年
開
校
後
一
期
生
の
担
任
と
し
て
国
語
指
導
に
あ
た
る
。
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